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～６ヶ月振りに改善したが、消費者の先行き不透明感は根強い～ 
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・ ８月の英国のＧｆＫ消費者信頼感指数は▲18と前月（▲22）から４ポイント改善。内訳は、耐久財の

買い時判断が悪化した一方、家計の金融環境の現状・先行き判断、景気の現状・先行き判断が何れも

改善した（表）。なお、調査期間は７月30日～８月15日。 

・ 雇用・所得環境が上向くなか、家計マインドは2009年１月を底に改善を続けてきた（左図）。その後、

財政再建の行方を巡る不透明感の台頭などから、２月の▲14をピークに５ヶ月連続で悪化。今月は景

気の先行き判断が上向いたこと（今月：▲25→前月：▲14）を主因に６ヶ月振りに改善した。もっと

も、改善を主導した景気の先行き判断も６月の水準（▲12）に届かず、消費者の先行き不透明感が根

強いことを示している。 

・ 4-6月期ＧＤＰでの実質個人消費が前期比年率＋3.1％、７月の小売売上数量が前月比＋1.1％（右図）

と、足元の消費関連統計は好調を維持。だが、春先以降の家計マインドの慎重化、雇用の限界的な改

善ペースの鈍化、来年１月からのＶＡＴ税率引き上げなどを背景に、今後の消費拡大ペースはよりマ

イルドなものとなる公算が大きい。 

■英国：消費者信頼感と失業給付申請件数 ■英国：消費者信頼感と小売売上

注：小売売上は自動車を除く、３ヶ月移動平均
出所：ＧｆＫ、英国連邦統計局 出所：ＧｆＫ、英国連邦統計局
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■英国ＧｆＫ消費者信頼感

2009 2010
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

消費環境（ＧｆＫ消費者信頼感） -17 -19 -17 -14 -15 -16 -18 -19 -22 -18
家計の金融環境の現状 -14 -14 -14 -13 -15 -14 -13 -14 -14 -12
家計の金融環境の先行き 5 3 4 6 4 2 -3 -2 -6 -3
景気の現状 -59 -61 -57 -50 -49 -47 -45 -46 -48 -43
景気の先行き 3 -6 -2 4 0 -1 -9 -12 -25 -14
耐久財の買い時 -19 -16 -16 -16 -17 -20 -21 -24 -16 -20

 


